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【研究の背景・目的・内容】 

 平賀源内は江戸中期を代表する多才な人である。本業は本草学（薬学）であるが、小説、演劇、絵画、エレキテル

などマルチな才能を持つ。しかしながらその多才ゆえか、従来の研究の枠組みにはまらず、研究が立ち遅れて

いる。 

 源内の伝記を当時の日本の状況の中で把握し、ついで後世に与えた影響について解明する必要がある。 

 

 

【応用例、研究の展望】 

現在、医学史の方面とのリンクが進んでいる。それは源内の本業が本草学であったためである。 

また源内の出身が四国であったため、愛媛や香川などの地方史研究とも提携していく。 

 

 

【研究方法の特色】 

従来の文学研究では用いられない医学書、地方資料などを取り入れた研究をめざしている。 

本研究関連 

特許・論文等 

・『平賀源内の研究 大坂篇』（ぺりかん社） 

 

共同研究・外部機関 

との連携への期待 

・医学史や歴史学、社会学などの諸分野との連繋 

・地方史研究との連携 

 


